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十
一
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
、
札
幌
市
立
中
央
中
学
校
、
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
に
て
約
二
三
六
名
の
参
加
が
あ
り
、
公
開
授
業
、
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
た
。 
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道
南
支
部
公
開
授
業
研
究
大
会
が

十
一
月
七
日(

金)

に
、
北
斗
市
立
大
野

小
学
校
（
鈴
木
洋
美
校
長
、
児
童
３
６

５
人
で
）
開
か
れ
た
。
会
員
や
近
隣
市

町
の
教
員
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
食

育
と
結
び
つ
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
を
探
っ
た
。 

研
究
大
会
は
、
本
委
員
会
道
南
支
部

や
渡
島
特
別
活
動
研
究
会
、
南
北
海
道

情
報
教
育
研
究
会
、
函
館
市
情
報
教
育

研
究
会
に
も
連
携
し
て
い
た
だ
き
準

備
や
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

公
開
授
業
は
大
野
小
学
校
の
児
童

が
低
、
中
、
高
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

三
人
の
北
斗
市
の
栄
養
教
諭
と
大
野

小
学
校
の
先
生
方
と
と
も
に
食
育
に

つ
い
て
学
習
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

低
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
「
給
食
を

残
さ
ず
食
べ
て
、
も
っ
と
元
気
に
な
ろ

う
」
と
い
う
内
容
で
田
原
か
な
つ
栄
養

教
諭
が
行
っ
た
。
「
ど
う
し
て
給
食
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
出
る
の
か
な
？
」

と
い
う
課
題
を
映
像
通
し
て
、
食
べ
物

の
働
き
を
知
っ
た
り
、
給
食
に
か
か
わ

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
た
り
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
食

事
の
大
切
さ
を
自
然
に
理
解
し
て
い

く
と
い
う
流
れ
と
な
っ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
中
学
年
で
は
、
野
津
聖
美
栄

養
教
諭
が
給
食
の
残
量
を
グ
ラ
フ
で

提
示
。
子
ど
も
た
ち
が
中
学
年
と
高
学

年
で
の
違
い
に
驚
き
「
給
食
の
と
り
方

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
い
う
内
容
に

迫
っ
て
い
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
地
元

で
取
れ
る
食
材
の
多
さ
を
知
り
、
自
分

の
食
事
の
と
り
方
を
改
善
し
て
い
こ

う
と
い
う
強
い
意
識
を
ど
の
子
も
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

高
学
年
で
は
、
岸
部
理
津
子
先
生
が

食
料
の
輸
送
に
か
か
る
負
担
を
数
値

化
し
て
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い

て
説
明
し
、
輸
送
コ
ス
ト
が
少
な
い
地

産
地
消
の
良
さ
を
伝
え
た
。
フ
ー
ド
マ

イ
レ
ー
ジ
を
下
げ
る
方
法
を
児
童
が

そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
発
表
し
、
「
近
く
で

買
い
物
す
る
」
「
自
分
で
野
菜
を
栽
培

す
る
」
「
北
斗
市
で
取
れ
た
も
の
を
食

べ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 

 

道
南
支
部
公
開
授
業
研
究
会
の
翌

日
十
一
月
八
日(

土)

に
本
会
開
発
部
会

主
催
に
よ
る
今
年
度
の
道
内
視
察
を

行
っ
た
。 

今
回
は
、
函
館
市
弁
天
町
に
あ
る
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
函
館
国
際
水

産
・
海
洋
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
「
函
館
ど
つ
く
」
を

視
察
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
函
館
国

際
水
産
・
海
洋
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」

は
、
産
学
官
が
連
携
し
マ
リ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
よ
う

と
す
る
目
的
で
の
最
新
施
設
で
あ
る
。

そ
の
施
設
の
素
晴
ら
し
さ
に
一
同
驚

か
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
函
館
ど
つ
く
」

で
は
、
間
近
に
大
型
貨
物
船
が
作
ら
れ

る
様
子
や
大
型
自
衛
艦
の
整
備
状
況

を
船
底
ま
で
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
参

加
者
一
同
童
心
に
帰
っ
て
見
学
し
た
。 

 

そ
の
後
、
低
中
高
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
分
科
会
が
行
わ
れ
、
授
業
に
つ
い

て
の
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。 

昼
食
時
に
は
北
斗
市
産
の
「
ふ
っ

く
り
ん
こ
」
「
き
た
く
り
ん
」
の
ご

飯
の
上
に
北
斗
市
で
考
案
さ
れ
た

「
農
協
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」
、
地
産

地
消
の
野
菜
サ
ラ
ダ
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。 

昼
食
後
、
体
育
館
で
開
会
式
が
行

わ
れ
、
研
究
の
概
要
が
詳
し
く
説
明

さ
れ
た
。 

引
き
続
き
、
北
海
道
教
育
大
学
鵜

飼
光
子
教
授
よ
り
「
放
射
線
教
育
と

食
育
」
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
大
変
充
実
し
た
深
ま
り
の
あ
る

公
開
授
業
研
究
大
会
と
な
っ
た
。 
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今
年
度
の
全
体
研
修
会
を
以
下

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
今
年
は
「
食

育
と
放
射
線
教
育
」
で
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
道
南
支
部
の
研
究
大

会
の
成
果
・
道
東
支
部
研
究
報
告

会
報
告
会
を
中
心
に
会
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
道
南
大
会
で
ご
講

演
い
た
だ
い
た
北
海
道
教
育
大
学

鵜
飼
光
子
黄
教
授
を
助
言
者
と
し

て
お
迎
え
し
内
容
に
つ
い
て
深
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
右
記
の

よ
う
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

平
成
27
年
２
月
14
日
㈯ 

場
所
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト 

日
程
13
時
30
分
～
受
付 

14
時
～
道
南
大
会
報
告
会 

 
 

 
 

 
 

道
東
支
部
活
動
報
告 

16
時
～
終
了
予
定 

    

詳
し
く
は
、
全
体
研
修
会
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
北海道エネルギー 

環境教育研究委員会 
連絡先 
北海道エナジートーク 21 

 
札幌市中央区北１条西５丁目 

北１条三井ビル２Ｆ 
TEL 011(251)9710 
FAX 011(251)3974 
 

http://www.enetalk21.gr.jp 

 
研
究
部
会
は
、
平
成
２６
年
１０
月
20

日
に
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
に
て
、
研

究
部
会
の
今
年
度
の
授
業
交
流
会
は
、

授
業
交
流
を
行
わ
ず
、
中
学
校
英
語
に

つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

当
日
は
市
内
の
中
学
校
の
英
語
の

先
生
に
資
料
を
用
意
し
て
い
た
だ
き

発
表
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
お
話
の
内

容
は
、
英
語
の
全
学
年
で
教
科
書
に
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
容(

一
年
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
、
二
年
地
球
環
境
サ
ミ
ッ

ト
、
三
年
５
Ｒ
と
地
球
温
暖
化)

が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
英
語
の
教
科
を
用
い

て
の
本
会
の
研
究
主
題
へ
せ
ま
る
可

能
性
や
他
教
科
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
の

発
展
性
を
示
し
て
い
た
だ
く
内
容
で

し
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
に
は
く
わ
し
い
資
料
、
映
像
を
用

意
さ
れ
、
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
研
究
の
糧
と
な
る
基
礎

を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
勉
強
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

小
学
校
理
科
の
実
践
発
表 

  

発
寒
南
小
学
校 

元
起
克
敏
教
諭 

変
換
効
率
世
界
一
の
光
電
池
を
使
い

長
所
と
短
所
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

短
所
を
克
服
す
る
人
々
の
取
組
や
技
術

の
進
歩
に
触
れ
、
化
石
燃
料
に
は
限
り

あ
る
こ
と
、
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
今

の
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い

っ
た
授
業
実
践
発
表
を
行
っ
た
。 

 

小
学
校 

総
合
的
な
学
習
実
践
発
表 

発
寒
南
小
学
校 

德
本
亜
美
教
諭 

学
校
に
お
け
る
節
電
作
戦
を
考
え
、

電
気
は
目
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
数
字

や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
「
見
え
る
化
」
に

取
り
組
み
、
節
電
に
関
わ
る
人
を
も
っ

と
増
や
す
そ
う
と
す
る
行
動
が
生
ま
れ

た
授
業
実
践
を
発
表
。 

小
学
校 

家
庭
科
の
実
践
発
表 

発
寒
南
小
学
校 

田
中 

恭
子
教
諭 

掃
除
を
し
て
出
て
き
た
不
用
品
を
製

品
化
さ
れ
る
過
程
に
視
点
を
あ
て
、
不

用
品
に
ご
み
に
せ
ず
活
か
す
た
め
の
方

法
を
考
え
、
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ

れ
ば
ご
み
」
を
合
言
葉
に
、
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
を
家
庭
で
の
行
動
へ
つ
な
げ

て
い
っ
た
授
業
実
践
を
発
表
。 

八
月
八
日
・
九
日
と
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
学
会
全
国
大
会
が
千
葉
県
船

橋
市
と
東
邦
大
学
工
学
部
で
行
わ
れ
た
。 

昨
年
度
の
札
幌
大
会
で
の
授
業
実
践
を
も
と
に
三
本
の
研
究
発
表
を
行
っ
た 

 
 

 

 

平
成
26
年

11
月

17
日(

月)

釧
路

教
育
セ
ン
タ
ー
講
座
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
」
を
本
会
道
東
支
部
が
主

催
し
た
。 

午
前
中
は
、
北
電
釧
路
統
括
電
力

セ
ン
タ
ー
（
系
統
制
御
室
・
変
電
所

等
）
施
設
を
見
学
。 

午
後
は
、
釧
路
市
立
景
雲
中
学
校

山
岡
雅
典
教
諭
に
よ
る
中
三
理
科

「
科
学
の
発
展
と
人
間
の
生
活
。
将

来

の

発

電

方

法

の

組

み

合

わ

せ

は
？
」
公
開
授
業
研
究
会
を
行
っ

た
。 電

力
管
理
の
現
状
視
察
と
実
際

の
公
開
授
業
か
ら
参
会
者
に
と
っ

て
は
、
あ
ら
た
め
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
」
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。 


